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1 .はじめに
本稿では、朱鞠内湖を舞台に、住民が、自然科学の専門家を活用しつつ、地域の自然環境
の将来像を描くためのシナリオワークショップ型住民会議を設計し実施した結果を報告する。
その目的は、会議プロセスにおける自然科学的言説の効果を検討することにある。自然環境
の将来のデザインには、住民と専門家の共同が不可欠である。同じ具体的な環境を、専門家
は専門用語(科学的言語)を用いて抽象し、住民は各々の関心や関与に即して日常語を用い
て抽象する。従来、住民と専門家の共同は、後者の専門用語(によって得られる知識)を前
者にわかりやすく伝える形で行われていた。 しかし、今日の環境デザインにおいては、さら
に進んだ形で住民と専門家が共同することが求められている。すなわち、住民と専門家がそ
れぞれのやり方で抽象して表現していた環境像を、対話を通じて一つの具体的な環境像へと
上向させる作業が求められている。住民会議はこうした理念を直接的に実現しうる場である。
2.住民会議の設計
住民会議は、シナリオワークショップをもとに設計した。シナリオワークショップの名称
は、対象地域社会である技術を用いたり、ある開発を実施した結果、どのような社会的影響
が生じ、どのような未来になるかを予測した「シナリオJを出発点にして、当事者たちによ
る討議を重ねていくことに由来する。通常は 2-3日かけて実施されるが、参加者確保の都合
上 1日で終えるようにした。会議は参加者によるグループ別会議を中心に行い、専門家の関
与が明確になるように、参加者グ、ループとは別に専門家グループを配置した。
会議の出発点となる 4つのシナリオは、われわれがこれまでに実施した調査結果や幌加内
町の第 6次総合振興計画を参考に、朱鞠内湖と森の 30年後の姿を描いた。具体的には、「観
光 ・レジャーJr環境学習 ・自然体験Jr酪農 ・農業Jr温暖化対策Jである。各シナリオには、
その実現に伴うコストや環境影響を記述した。
会議は概ね次のスケジューノレで、進行することにした。午前中は、①セクター別グ、ループ会
議で、 4つのシナリオの良い点と悪い点を検討する。午後は、②混成グループ会議で roo
がxxになっている」形式のヴィジョン要素を網羅的に列挙し、それらを rlOの将来像」に
集約する。③最後に各グ、ループから提出された将来像を対象に、参加者投票を行い、得票上
位 10項目の将来像を住民会議の結果とする。会議全体の進行はファシリテーションの専門家
に依頼した(北海道大学 CoSTEPの三上直之氏)。また参加者には会議の各段階で専門家へ
の質問を促したほか、「専門家との語らいタイム」を設けて、参加者と専門家の対話を促した。
3.住民会議の展開
住民会議は、 2008年 7月 13日に、幌加内町の「ふれあいの家 まどか」において、「朱鞠
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内 湖 と 森 の 将 来 を 考 え る 住 民 会 議 」 と 題 し て 実 施 し た 。 参 加 者 は 12 名 で 、 あ っ た 。 全 体 に ほ ぼ
計 画 通 り 進 行 し た 。 会 議 の 様 子 は 参 加 者 の 許 可 を 得 て 録 音 し 、 議 事 録 を 作 成 し た 。 ま た 会 議
の 各 段 階 に お け る ア ウ ト フ 。ッ ト を 文 書 化 し た 。
午 前 中 の 会 議 ① で は 、 専 門 家 に 対 し て 、 シ ナ リ オ に 記 述 さ れ て い た コ ス ト の 根 拠 や 、 環 境
影 響 の 詳 細 に つ い て の 質 問 が 活 発 に な さ れ た 。 そ れ に 対 し て 午 後 の 会 議 ② で は 、 専 門 家 へ の
質 問 は 低 調 で 、 専 門 家 と の 語 ら い タ イ ム で も そ れ ほ ど 活 発 な 質 疑 と は な ら な か っ た 。 た だ し
会 議 全 体 を 通 し て 、 参 加 者 は き わ め て 熱 心 に 作 業 に 取 り 組 み 、 活 発 に 意 見 を 出 し 合 っ た 。 投
票 の 結 果 採 択 さ れ た 将 来 像 は 、 全 体 と し て は 、 朱 鞠 内 湖 と 森 の 資 源 ( イ ト ウ な ど ) を 活 か し
て 、 官 民 が 連 携 し つ つ 、 環 境 学 習 や 自 然 体 験 の 場 と し て 発 展 し て い る 、 と い う も の で あ っ た 。
4 . 参 加 者 へ の ア ン ケ ー ト と 事 後 イ ン タ ビ ュ ー
会 議 プ ロ セ ス に お け る 専 門 家 の 役 割 、 特 に 自 然 科 学 的 言 説 の 貢 献 を 把 握 す る た め に 、 会 議
中 と 会 議 終 了 時 に ア ン ケ ー ト を 行 っ た ほ か 、 会 議 の 約 2 週 間 後 に 参 加 者 全 員 を 対 象 に 事 後 イ
ン タ ピ 、ュ ー を 実 施 し た 。 こ れ ら ア ン ケ ー ト と イ ン タ ビ 、 ュ ー の 結 果 を 、 会 議 の 議 事 録 を も 参 考
に し つ つ ま と め る と 、 こ の 会 議 に お け る 専 門 家 の 貢 献 は 次 の よ う に 要 約 で き る 。
第 l に 、 専 門 家 の 説 明 は 、 シ ナ リ オ の 背 景 や シ ナ リ オ の 施 策 が も た ら す 環 境 影 響 に つ い て 理 解 を
深 め る こ と に 役 立 っ て い た 。 こ の 知 識 は 、 ヴ ィ ジ ョ ン 要 素 を 列 挙 す る 場 面 で 、 も 、 直 接 的 で は な い に し ろ 、
前 提 と し て 参 考 に さ れ て い た 。 こ の こ と は 、 専 門 家 の 説 明 が 、 環 境 の 将 来 を 議 論 す る 際 の 共 通 の 土
台 づ く り に 貢 献 し て い た こ と を 示 し て い る 。 つ ま り 、 専 門 家 は 、 環 境 影 響 や 環 境 の 性 質 に つ い て の 知
識 を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 参 加 者 た ち の 議 論 に 現 実 的 な 枠 組 み を 与 え る こ と が で き る 。 た だ し 、 こ う
し た 専 門 家 の 効 果 に は 留 意 す べ き 点 も あ っ た 。 一 点 は 、 こ う し た 効 果 は 、 専 門 家 か ら 参 加 者 へ の 一
方 的 な 知 識 の 提 供 に よ っ て 成 り 立 つ の で 、 は な く 、 参 加 者 の 側 の 選 択 と あ い ま っ て 成 立 す る も の で あ る
こ と 、 も う 一 点 は 、 専 門 家 に は 、 狭 義 の 専 門 家 と し て の 役 割 ・知 識 以 上 の も の が 求 め ら れ て い た こ と 、
で あ る 。 第 2 に 、 将 来 ヴ ィ ジ ョ ン を 列 挙 し 集 約 す る フ ェ ー ズ 、 に お い て は 、 専 門 家 関 与 の 効 果 を 直 接 的
に 示 す こ と は で 、き な か っ た 。 し か し 、 イ ン タ ビ ュ ー の 結 果 は 、 こ の フ ェ ー ズ に お い て も 、 専 門 家 が 効 果
を 持 つ 可 能 性 は 十 分 に あ る こ と を 示 し て い た 。 第 3 に 、 専 門 家 の 役 割 と し て 、 専 門 的 知 識 の 提 供 の ほ
か に 、 会 議 の 場 そ の も の が 妥 当 な も の で あ る と し ち 感 覚 を 与 え る 役 割 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。
5. 課 題 と 展 望
専 門 家 と し て の 専 門 家 、 す な わ ち 、 専 門 的 言 説 を 提 供 す る 者 と し て の 専 門 家 を 、 住 民 会 議 に よ
り う ま く 活 用 し て い く た め に 、 今 後 さ ら に 検 討 し て い く べ き 点 も あ る 。 第 1 は 、 議 論 の 自 由 度 を
ど う 設 定 す る か で あ る 。 一 般 に 、 将 来 像 を 描 く た め の 議 論 の 自 由 度 を 高 め る こ と と 、 専 門 家 が 専
門 性 を 発 揮 し て 将 来 像 の 策 定 に 貢 献 す る 度 合 を 高 め る こ と と は 、 ト レ ー ド オ フ の 関 係 に あ る か ら
だ 。 第 2 は 、 専 門 家 の ス タ ン ス を ど う 設 定 す る か で あ る 。 専 門 家 の 議 論 に 対 す る 影 響 は 、 そ の 言
説 の 内 容 だ け で な く 、 専 門 家 の ス タ ン ス に よ っ て も 左 右 さ れ る 。 第 3 は 、 ど の よ う な 領 域 の 専 門
家 を 用 意 す る か で あ る 。 自 然 環 境 の 将 来 を 考 え る 際 に 考 慮 す べ き こ と は 、 環 境 開 発 に 伴 う ( 自 然
科 学 的 ) 環 境 影 響 だ け で は な い 。 開 発 の 経 済 的 コ ス ト や 経 済 的 波 及 効 果 、 開 発 が 直 接 ・ 間 接 に も
た ら す 社 会 的 影 響 も 、 考 慮 さ れ る 必 要 が あ り 、 社 会 科 学 や 人 間 科 学 の 専 門 家 も 、 住 民 会 議 に お い
て 重 要 な 役 割 を 担 い う る 。
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